
１．必要なネットワーク速度が確保できている学校数、総学校数に占める割合

23校

12校

1校

36校

２．必要なネットワーク速度の確保に向けたスケジュール

　課題特定に至っていないことから、令和７年３月に実施したネットワークアセス
メントの結果を踏まえて計画する。

　令和７年３月に３校(中学校2校・小学校1校)のネットワークアセスメントを実施
し、課題の特定を行う。
　その他の学校については、ネットワークアセスメント実施校の結果を踏まえアセ
スメント内容を精査し、必要に応じて追加実施する。

(2)ネットワークアセスメントを踏まえた改善スケジュール

　ネットワークアセスメントの結果を踏まえて、令和8年度に、明らかに通信帯域が
不足している学校については回線契約の見直しを行う。通信量を抑制する機器等の
導入による改善の方がより効果があると判断する場合には、機器更新も含めた改善
計画を策定する。

(3)ネットワークアセスメントの実施等により、すでに解決すべき課題が明らかに
なっている場合には、当該課題の解決の方法と実施スケジュール

1校(100％)

29校(81％)

0校(0％)

7校(19％)計

　「公立学校情報機器整備事業に係る各種計画の策定要領(令和６年４月２６日文部
科学省)」では、必要なネットワーク速度として、「学校のネットワーク改善ガイド
ブック」の中で推奨帯域(付録２)を示している。ガイドブックの調査方法に従い、
簡易測定を実施した。
　学校規模ごとの当面の推奨帯域をもとに測定した結果は、次のとおりである。

【宝塚市】

ネットワーク整備計画

特別支援学校（小・中）

(1)ネットワークアセスメントによる課題特定のスケジュール

5校(22%)

2校(17％)

学校種別

小学校

中学校

総学校数
学校規模ごとの当面の推奨帯域を

満たしている 満たしていない

18校(78％)

10校(83％)



【参照】文部科学省「学校のネットワーク改善ガイドブック（令和6年4月）」
https://www.mext.go.jp/content/20240509-mxt_jogai01-000035663_001.pdf


